
１．基本方針
　　

２．事業計画

３．医療の目標

令和2年度双葉会診療所事業計画・収支予算（抜粋）

双葉会診療所を取巻く環境は、奥多摩町の急速な少子高齢化、人口の減少の影響を受け、厳しい運営となること
が予想されます。
しかし、当診療所は地域の福祉の拠点として、社会福祉法人がもっている施設機能を活かした様々な福祉活動に
取り組むとともに、経営組織のガバナンス（統治）の強化や安定的な財務基盤の確立を図り、従来通り患者様に信
頼される医療・環境に心がけ、法人の理念である「心の医療と福祉」に努める所存です。

1． 経営基盤の安定を確保
① 経費の節減に努める。
② 運営コストの見直し。
③ 看護師、准看護師、事務職員を確保し、患者様の安心努める。
④ 施設環境の整備案の策定。
2． 予防の徹底
① 特定健診を積極的に推進し、病気の早期発見に努める。
② 同一法人の老人施設、近隣の福祉施設と連携を密にし、病気予防に努める。

１． 医療機器、器具を導入し、患者の利便性を図る。
２． 患者様が安心して医療を享受できる環境整備に努める。
３． 協力医療機関との連絡を密にし、医療の充実に努める。

※　詳細は事業計画書をご一読ください。

資金収支計算書（当初予算）

勘 定 科 目 診療所会計
事

業

活

動

に

よ

る

収

支

事業活動収入計① 101,950,000

事業活動支出計② 74,440,226

事業活動資金収支差額③（①－②） 27,509,774
施

設

設

備

等

に

よ

る

収

支

施設整備等収入計④ 0

施設整備等支出計⑤ 1,028,500

施設整備等資金収支差額⑥（④－⑤） -1,028,500 
そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

その他の活動による収入計⑦ 0

その他の活動による支出計⑧ 24,816,000

その他の活動資金収支差額⑨（⑦－⑧）-24,816,000 

当期末支払資金残高⑬（⑪＋⑫） 24,605,918

予備費支出⑩ 1,665,274

当期資金収支差額合計⑪（③＋⑥＋⑨－⑩） 0

前期末支払資金残高⑫ 24,605,918


